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「一等三角点」訪ね15周年
西京の団体 故今西錦司さん系譜継ぐ

全
国
に
あ
る
一等
三
角
点
の
標
石
を
訪
ね
歩

く
団
体
「
一等
三
色
熙
研
究
會
」
企示
都
市
西

京
区
）
が
設
立
１５
周
年
を
迎
え
た
。
登
山
家
で

文
化
・△
督
喜
【の
一賢
マ西
錦
司
さ
ん
が
顧
間
を

務
め
た
団
体
の
プ益
譜
を
受
け
一愁
ざ
、
会
員
は
全

国
に
約
１
０
０
人
。
会
長
の
大
槻
雅
弘
さ
ん

（７９
）
は

「苦
労
し
て
三
角
点
を
見
つ
け
た
時

の
喜
ぴ
は
何
も
の
に
も
代
え
が
た
い
。
奥
深
い

魅
力
を
知
っ
て
ほ
し
い
」
と
話
す
。

一等
三
角
点
は

明
治
時
代

に
国
が
地
形
図
を
作
る
こ
と
を

目
的
に
設
置
し
た
測
量
用
の
基

準
点
。
約
４５
ざ
間
隔
で
設
け
ら

れ
、
全
国
に
９
７
４
カ
所
あ
る

（４
月
１
日
現
在
）
。
最
も
標

高
の
高
い

一
等
三
角
点
は
長
野

県
の
南
ア
ル
プ
ス
赤
石
岳
の
３

１
２
０

ｏ
５３
研
、
最
も
低
い
の

は
北
避
遍
の
野
付
半
島
の
１
・

８９
研
と
い
う
。

１
９
７
３
年
に
今
西
さ
ん
を

顧
間
と
す
る

「
一
等
三
角
点
研

究
会
」
が
設
立
さ
れ
た
が
、
会

員
数
の
減
少
な
ど
で
２
０
０
１

年
ご
ろ
に
自
然
消
滅
。
志
を
受

け
継
ご
う
と
０７
準
■
月
、
大
槻

さ
ん
ら
が
同
研
究
會
を
再
結
成

し
た
。
中
に
は
９
６
０
カ
所
の

三
角
点
を
回

っ
た
メ
ン
バ
ー
も

い
る
と
い
い
、
同
會
の
活
動
記

録
と
し
て
■
年
と
１３
年
に

「
一

等
三
角
点
全
国
ガ
イ
ド
」
を
計

２
冊
発

行
。
噴
火
で
立
ち
入
れ

な

い
山
や
渡
航
が
難
し
い
離

島
な
ど
を
除
く
９
６
１
カ
所

を
、
メ
ン
バ
ー
が
現
地
で
撮

影
し
た
写
真
入
り
で
紹
介
し

た
。一

等
三
角
点
は
有
名
な
山
の

頂
上
だ
け
で
な
く
、
無
名
の
低

山
や
無
人
島
、
マ
ン
ホ
ー
ル
の

中
、
自
衛
隊
の
演
習
場
な
ど
に

も
あ
る
。
標
石
を
探
し
て
、
国

土
地
理
院
の
資
料

「点
の
記
」

や
地
図
を
片
手
に
、
道
な
き
道

を
分
け
入

っ
て
い
く
こ
と
も
あ

１５
周
年
記
念
で
出
版
し
た
、低
山
に
あ
る

一
等
三
角
点
を
紹
介
し
た
本
を
手
に
す
る
大
槻
会
長

（京
都
市
璽
思
区
）

比
叡
山
の

一
等
三
角
点
（大
津
市
坂
本
本
町
）

る
と
い
う
。

現
在
　
メ
ン
バ
ー
の
平
均
年

齢
は
７０
歳
超
。
■
月
上
旬
に
は

約
４０
人
が
比
叡
山
の

一
等
三
角

点
ま
で
登
り
、

１５
周
年
を
祝

っ

た
。低
山
を
選
ん
で
回

っ
た
り
、

周
辺
の
歴
史
を
学
ん
だ
り
と

「年
齢
や
目
的
に
あ

っ
た
楽
し

み
方
が
で
き
る
」
と
大
槻
さ
ん

は
魅
力
を
話
す
。
　

・

節
目
を
記
念
し
て
同
會
は
、

一
等
三
角
点
が
あ
る
低
山
を
紹

介
す
る

「百
低
山

・
一
等
三
角

結
を
訪
ね
探
し
て
タ

ッ
チ
す

る
」

（千
円
）
を
自
費
出
版
し

た
。
問
い
合
わ
せ
は
大
槻
さ
ん

０
９
０

（３
７
１
２
）
３
０
４

９
。
　

　

　

　

（藤
松
奈
半蓼

全国に会員100人「苦労して見つける喜び」

比叡山の一等三角点 まで登 り、節 目を祝 つた一等三角鮎t 
研究會の メンバーたち (大津市坂本本町 )
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